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解説

★★★ （1）

★★★ （2）

★★★★ （3）

★★ （4） 気管が枝分かれして細くなり、その先端の薄い小さな袋は「肺胞」である。

★★★ （5） 肺胞の利点は肺の表面積が大きくなり、酸素と二酸化炭素の交換効率が高くなる点である。

★★★ （6） 赤血球に含まれるヘモグロビンには酸素の多いところでは酸素と結びつく性質（ア）がある。

★★★ （7） 血液の成分のうち、二酸化炭素の運搬を行っているものは血しょうである。

★★★★ （8） 血液の成分である血しょうの一部がしみ出て組織液となり、各細胞に送られる。

ゴム膜をつまんで下に引くと、ペットボトル内の気圧が低くなり、風船は膨らむ。これはゴム膜が横隔膜の働きをし
ていて、人が息を吸うときの動きと似ている。息を吸うときは横隔膜は下がり、ろっ骨は上がる、反対に息を吐くとき
は横隔膜が上がり、ろっ骨は下がる。下図に呼吸運動のときの、肺と横隔膜の動きをまとめたので参考にしよう！

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

2.生命を維持するはたらき（解答）

単元2 動物の生活と生物の進化

（1） （2）

① ② ① ② ③

ア イ イ ア ア

（6）

ア エ

（3） （4）

肺胞

（5）

ア

（7）

血しょう

（8）

血しょうの一部がしみ出て組織液となり、細胞に送られる。

1

目標時間

50分

https://iidrill.com/


 

 
https://iidrill.com 

 

 

 

 

 

 

解説

★★★ （1） キンギョを用いて血液の流れるようすを観察するときには、キンギョが弱らないように注意する。

★★ （2）

★★★ （3）

★★★★ （4）

★★ （5）

★★★★ （6） 取り出されたエネルギーは「動物の生活のエネルギー」に使われる。

★★★★ （7） ヒトの血液に含まれている白血球のはたらきは「体の中に入ってきた細菌などをとらえる」ことである。

②動脈血（酸素が多い血液）は肺から戻ってくる血管（肺静脈G）～大動脈（F）にいくまでである。

★★★★

毛細血管中の小さな粒は①赤血球といい、ヘモグロビンという物質を含んでいる。また、毛細血管の小さな粒の
まわりの液体は②血しょうという。

キンギョは呼吸をしているので、二酸化炭素をだす。二酸化炭素は水に溶けて酸性の性質があるので、BTB溶液
は黄色になる。

肺やえらから体外に出されるものは二酸化炭素（A)、ヘモグロビンと結びつくの酸素（B）、肝臓に運ばれて尿素に
変えられるのはアンモニア（C)、小腸の柔毛の毛細血管から吸収される有機物はブドウ糖（D)である。

体の各部分の細胞では、血液によって運ばれた物質を使って、エネルギーが取り出される。このはたらきを細胞の
「呼吸」という。

①Aが右心房、Bが左心房、Cが右心室、Dが左心室である。Eが体全体から戻ってきた血管（大静脈）、Fが体全体
へ送り出される血管（大動脈）、Gが肺から戻ってくる血管（肺静脈）である。血液が流れていく順は肺につながる動
脈から、肺から戻ってくる血管（F）にいき、左心房（B）、左心室（D）を通り、大動脈（F）を通って体全体に送られ、大
静脈（E）に戻る。

（8）

2

呼吸

（6）

動物の生活のエネルギーに使われる。

（7）

体の中に入ってきた細菌などをとらえるはたらきがある。

（8）
① ②

A、C、B、D B、D、F、G

C D

アンモニア ブドウ糖

（4）

（5）

（3）

黄色

A B

二酸化炭素 酸素

キンギョを弱らせないため。

（2）
① ②

赤血球 血しょう

（1）
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解説

★★ （1） 食道から胃や腸をへて肛門につながる1本の管を消化管という。

★★ （2） 実験を比較することで、確証を得る実験を「対照実験」という。よく出る言葉なので、しっかりと覚えよう！

★★★★ （3）

★★★ （4）

★★★ （5） 加熱をしすぎると酵素がはたらきを失うので、デンプンは分解されない。

★★★ （6）

★★★★ （7）

解説

★★★ （1）

★★★★ （2） 胆汁は栄養素Ａを消化することはできないが、細かい粒にすることで消化を助ける（ウ）はたらきがある。

★★★★ （3）

★★★★ （4） アは胃液が誤り、ウはだ液ではなく胆汁なので誤り、オは消化酵素は自分自身は変化しないので誤り。

★★★ （5）

ベネジクト液はブドウ糖や、ブドウ糖が2～10個程度つながったものに加えて加熱すると、反応して赤褐色の沈殿
ができる。

だ液を入れることによって、デンプンは分解され、糖になる。だ液を入れない試験管はデンプンのままである。ヨウ
素液はデンプンに反応をし、青紫色になり、ベネジクト液は糖に反応をし、赤褐色になる。

だ液にはアミラーゼという消化酵素がある。胃液の消化酵素はペプシン、すいえきの中の消化酵素はトリプシン
（タンパク質を分解）リパーゼ（脂肪を分解）という。

タンパク質はアミノ酸となり柔毛の毛細血管に入り、脂肪は脂肪酸とモノグリセリドに分かれて柔毛に吸収されたの
ち、再び脂肪となってリンパ管に入る。

表をみるとBはだ液のみで分解されていることから、炭水化物とわかり、Cは胃液のみで分解されていることから、
タンパク質だとわかる。ちなみにAは脂肪である。

消化されたものが毛細血管に吸収される栄養素はブドウ糖（炭水化物（B)）とアミノ酸（タンパク質（C））でリンパ管
に吸収される栄養素は脂肪（A）である。

タンパク質が分解されるとアンモニア（ア）という有害な物質ができるが、アンモニアはからだの肝臓（イ）で尿素
（ウ）という無害な物質に変えられて血液で運ばれ、からだの外に出されていく。

3

① ②

B C

（5） （7）

（1）

消化管

（2）

対照実験

（3）

加熱する

ウ

（6）

アミラーゼ オ

分解される

③ ④

糖になった

（4）

4 （2） （3）

B、C

（4）

イ、エ

ア イ ウ

アンモニア 肝臓 尿素

B C

炭水化物 タンパク質

（1）

ウ

（5）

【だ液のはたらきの実験結果】

だ液+デンプン 水+デンプン

ヨウ素液 A　変化なし B　青紫色になる

ベネジクト液 C　赤褐色になる D　変化なし
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解説

★★ （1）

★★★ （2） 肺と体の各部に流れる血液の方向はおさえておこう！

★★★★ （3）

★★★★ （4）

②血管における弁のはたらきは逆流を防ぐことである。

★★★★ （6） 運動をすると、多くのエネルギーを取り出すために、多くの酸素が必要だから、呼吸数や拍動数が増える。

★★★★

心臓から肺以外の全身に送られふたたび心臓にもどる道すじは「体循環」といい、心臓から肺に送られふたたび
心臓に戻る道すじは「肺循環」という。

①肝臓と小腸の間の血管が栄養分が最も多く含む血が流れる（ｄ）。②酸素を最も多く含む血管は肺で二酸化炭
素と酸素が交換された血管（ｇ）。③じん臓を通った血管は老廃物が少ない(e）。

図の血管aは全体の細胞で酸素が使われ二酸化炭素が多い血液で、まだ肺で交換される前の血液でもあるので
ある。よって、静脈血と呼ばれ、酸素が少なく、暗赤色をしている(エ）が答えである。

（5）

心臓から送り出される血管を動脈といい、壁が厚く、筋肉が多く、弾力があるのが特徴である。心臓へ戻ってくる血
管を静脈といい、動脈よりうすく、とことどころに逆流を防ぐ弁がある。

5 （2） （4）

① ② ③

ｄ ｇ e

動脈 静脈

カ ア

（6）

細胞で多くのエネルギーを取り出すために、
多くの酸素が必要だから。

逆流を防ぐはたらき

弁のはたらき
（5）

（1） （3）

体循環 イ エ
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